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第 ９ 回 知 多 市 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

   招集年月日  令和３年８月６日 

  招 集 場 所  知多市役所書庫棟会議室１ 

  開    会  午前９時３０分 

  閉    会  午前１０時１０分 

  出  席  者   教育長         永 井 清 司 

          委員          加 古 三津代 

                      石 井 久 子   

                      山 田 直 行 

                      腰 嶋 正 誉 

出席した職員    教育部長兼学校教育課長 加 藤 由 裕 

生涯学習課長      石 川 義 章 

          生涯スポーツ課長（代理）内 山 典 樹 

          幼児保育課長      鳴 海 恒 義 

          指導主事        大 西  博 

                      榊 原  督 

          事務局学校教育課    濵 野 和 江 

                      石 井 信乃介   

傍   聴   者  なし 

 議     題  議案第２３号 令和３年度教育費補正予算（第５号）（案）について

（協議） 

議案第２４号 財産の取得について（協議) 

議案第２５号 令和２年度知多市教育委員会活動の点検及び評価につ

いて（協議） 

議案第２６号 令和４年度小学校新入学児童に係る通学距離による就

学校の変更の受入児童数の範囲について（協議） 

 そ の 他  (1) 知多市民間保育所等整備・運営事業者選定結果について（報告） 

（2）令和３年７月準要保護者等の認定状況について（報告） 

(3）教育委員会後援事業について（報告） 
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１ 開会 

  出席者５人 

  第９回知多市教育委員会定例会を開会する。 

 

２ 前回会議録の承認について 

  第８回定例会会議録は、委員全員の賛成により承認された。 

   署名委員 腰嶋委員、山田委員 

  第９回定例会会議録署名委員を指名した。 

   加古委員、腰嶋委員 

 

３ 教育長報告 

  別紙教育長報告により説明した。なお、概略は次のとおりである。 

 (1) 知多市制施行５０周年記念式典  

１年延長した記念式典ですが、規模を縮小し開催しました。 

 (2) 文化芸術全国大会出場者激励会（競技かるた 山田杏） 

漫画・映画の影響を受け、ジュニアかるたクラブに入って競技かるたを学んだそうです。 

 (3) 知多市スポーツ競技全国大会出場選手激励会（ダンス・トレジャー、very varyダンス

スタジオ 野球・袴田幌生） 

ダンスのみなさんのコスチュームは非常に華やかでした。 

(4) 給食調理委託業者選定プロポーザル１次審査 

１者は書類不備により失格となったため、今後２者でプレゼンを行っていきます。 

(5) 知多市スポーツ競技全国大会出場選手激励会（野球・粕谷キングス） 

  しっかりあいさつのできる良いチームでした。８月末に美浜町で全国大会を行うそう

です。 

(6) 知多地方小中学校生徒指導担当者研修会 

 管内の小中学校の半数の生徒指導担当者が集まり、生徒指導に造詣の深い講師を迎え

て開催しました。 

(7) 知多地方教育事務協議会幹事会 

来年度の市町の負担金について、また定年延長への対応についての協議を行いました。 

 

４ 議題 

（１）議案第２３号 令和３年度教育費補正予算（第５号）（案）について（協議） 

（説明）加藤教育部長兼学校教育課長 

議案第２３号令和３年度教育費補正予算（第５号）について、お手元の資料をご覧くださ

い。 

この議案は市議会９月定例会の議案として提出するもので、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第２９条の規定により、教育委員会の意見を求めるものです。 

１０款教育費２項小学校費１目学校管理費の２小学校管理費は、３８万１千円の増額で、

小学校低学年や特別な支援が必要な子どもたちが安心して学校生活を送ることができるよ

う、口元が見えるマスクを購入するものです。 

（説明）鳴海幼児保育課長 

次に幼児保育課所管分について、ご説明いたします。 

５項１目幼稚園費の「幼稚園管理費」は、新型コロナウイルス感染症対策によりマスク着

用が常態化するなか、表情が子どもに伝わりにくく、心の発達に影響があることが課題とな
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っていることから、保育士が子どもとの意思疎通を図るため、口元の見えるマスクを購入す

るもので、消耗品費に、８万１千円を計上するものです。マスクの購入数は、幼稚園２園で

６８枚を予定しています。 

以上で説明を終わります。 

（質疑・意見） 

加古委員 

園児に口元を見せるのは大切なことだと思います。職員１人あたり何枚くらい配付でき

るのでしょうか。また耐久性はどうなっていますか。 

鳴海幼児保育課長  

職員１人に対し、替えを含めて２枚を配付予定です。あとは予備分を含めて購入予定です。

現在サンプルを使用していますが、洗って繰り返し使用しても耐久性に問題はなく、２枚あ

れば少なくとも１年間は使用できる見込みです。 

（採決）全員賛成、原案採択 

 

（２）議案第２４号 財産の取得について（協議) 

（説明）加藤教育部長兼学校教育課長 

議案第２４号財産の取得について、お手元の資料をご覧ください。 

１の契約の目的は、電子黒板の購入、２の契約数量は、４１台、３の契約の方法は、３者

による指名競争入札、４の契約金額は、２千４３５万４千円で、見積金額２千２１４万円に

消費税１０パーセントを加えた金額です。５の契約の相手方は、名古屋市中区丸の内三丁目

１８番２８号、教育産業株式会社、代表取締役今枝伸保で、今回購入いたします電子黒板は、

小学校に２８台、中学校に１３台配置するもので、クラス数の増加分及び特別教室に各校２

台配置するものです。 

なお、契約期間につきましては、令和３年１２月３１日までを予定しています。 

以上で説明を終わります。 

（質疑・意見）なし 

（採決）全員賛成、原案採択 

 

（３）議案第２５号 令和２年度知多市教育委員会活動の点検及び評価について（協議） 

（説明）加藤教育部長兼学校教育課長 

議案第２５号令和２年度知多市教育委員会活動の点検及び評価について、お手元の資料

をご覧ください。 

点検及び評価につきましては、継続してご審議をいただいておりますが、前回からの変更

点についてご説明いたします。なお、変更箇所にはアンダーラインが引いてあります。 

２５ページの△の３つ目、委員からご指摘いただきましたスクールソーシャルワーカー

についての内容を修正しております。 

また、７月２８日開催の外部評価委員会議では、記載内容に関する修正箇所は無く、学識

経験者の意見につきまして、内容を確認していただきました。４４、４５ページは、学識経

験者の意見に関する箇所です。委員の方からは、ＩＣＴ、特別支援、伝統文化や地域スポー

ツなどの、１０点の意見がございました。内容は記載のとおりです。今後の予定としては、

本日この点検及び評価（案）をご協議いただき、ご承認いただいたものを、最終報告書とし

て、９月の市議会で報告後、１０月に市ホームページにて公表を予定しておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 
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（質疑・意見）なし 

（採決）全員賛成、原案採択 

 

（４）議案第２６号 令和４年度小学校新入学児童に係る通学距離による就学校の変更の受

入児童数の範囲について（協議） 

（説明）加藤教育部長兼学校教育課長 

議案第２６号令和４年度小学校新入学児童に係る通学距離による就学校の変更の受入児

童数の範囲について、お手元の資料をご覧ください。 

 資料の３枚目をお願いします。知多市教育委員会が定める「就学校の変更及び区域外就学

申請許可基準について」でございます。 

この表の区分番号３の「通学距離による場合」では、「小学校に限り、あらかじめ教育委

員会が定めた、当該小学校への受け入れ児童数の範囲内において、新たに小学１年生に就学

する児童などが、指定校より通学距離が短い隣接校へ就学を希望するときに、承諾できるも

のとする。」と定めております。小学校の新１年生につきましては、就学するにあたって健

康診断を受けていただく必要があり、健康診断が１０月から始まりますので、この就学時健

診の保護者への案内にあわせて、就学校の変更等の許可基準、特に、「通学距離による場合」

を、保護者の方へ周知していきたいと考えておりますので、本日の定例会で、受入児童数の

ご審議をお願いするものでございます。 

資料の２枚目の「就学校の変更及び区域外就学申請許可基準区分番号３『通学距離による

場合』に係る受入児童数の範囲（案）」をご覧ください。「新１年生児童見込数①」欄は、現

時点での見込の実数でございます。「クラス数②」欄は、①欄の人数を少人数学級の定数３

５人で除して得たクラス数で、現時点での必要クラス数を表しています。「最大人数③」欄

は、②欄の数値に、少人数学級の定数３５人を乗じて得たもので、現時点のクラス数に対し

て、受入れ可能な児童数であります。「残人数」欄は、③欄の最大人数から①欄の新１年生

児童見込数を差し引いたもので、現時点での余裕人数であります。右端の「受入れ児童数」

欄は、左の「残人数」欄の数値を考慮して決めたもので、新年度の１年生について、通学距

離の短い隣接校への就学希望があった場合の、各小学校の受入れ児童数でございます。 

以上で説明を終わります。 

（質疑・意見）なし 

（採決）全員賛成、原案採択 

 

５ その他 

（１）知多市民間保育所等整備・運営事業者選定結果について（報告） 

（説明）鳴海幼児保育課長 

知多市民間保育所等整備・運営事業者選定結果について、ご報告いたします。 

令和５年度から、民間事業者の運営により幼保連携型認定こども園として開園を予定し

ております東部幼稚園でございますが、７月７日に知多市民間保育所等整備・運営事業者選

定委員会を開催し、選定委員による審査の結果、東郷町で留愛東郷保育園を運営している社

会福祉法人 双峰福祉会を優先交渉権者として決定しました。 

今後、令和５年４月の開園に向け、協議をしてまいります。 

以上で説明を終わります。 

（質疑・意見）なし  

 

（２）令和３年７月準要保護者等の認定状況について（報告） 
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（説明）加藤教育部長兼学校教育課長  

令和３年７月準要保護者等の認定状況についてご報告いたします。お手元の資料をご覧

ください。 

準要保護の認定につきましては、前回から今回までの認定件数は、小学校で６人、中学校

で２人、取消しについては小学校で１人となっており、現在の認定者数は、小学校３３８人、

中学校２３５人、合計５７３人でございます。「認定児童生徒の理由別内訳」は、「児童扶養

手当の支給を受けているもの」の理由で、認定が１人、「保護者の職業が不安定で生活状態

が悪いと認められるもの」の理由で認定が７人、取消が１人となっております。 

要保護の認定につきましては、前回から今回までに認定も取消もありませんでした。現在

の認定者数は、小学校１４人、中学校１１人、合計２５人でございます。 

特別支援教育につきましては、Ⅱ段階で前回から小学校で１人の決定があり、現在の決定

者数は小学校が１２５人、中学校が３６人の合計１６１人となっております。Ⅲ段階での決

定や取消はなく、現在の決定者数は小学校１３人、中学校３人で、合計１６人でございます。 

裏面をお願いします。 

就学援助認定者数の前年度との比較表でございます。７月ですが、令和３年度は令和２年

度に対して、上段の要保護の認定者数は３人少ない２５人、下段の準要保護の認定者数は４

６人多い５７３人です。 

以上で説明を終わります。 

（質疑・意見）なし 

 

（３）教育委員会後援事業について（報告） 

（説明）加藤教育部長兼学校教育課長 

教育委員会後援事業について、ご報告いたします。お手元の資料をご覧ください。 

 先月の定例会から今回までにおいて、知多市教育委員会後援に関する取扱要綱第３条の

規定に基づき、項番１の事業名「第４９回人権を理解する作品コンクール」から、項番５の

事業名「第４１回知多市近郊中学生バスケットボール大会」までの５事業につきまして、教

育長の決定により後援を承諾しましたので、ご報告いたします。 

以上で説明を終わります。 

（質疑・意見）なし 

 

６ 自由討議 

９月の行事等予定について 

加藤教育部長兼学校教育課長 

  ９月の行事等予定表の事項を説明した。 

 

７ 閉会 

  第９回知多市教育委員会定例会を閉会する。 

  次回は、９月７日（火）午後１時３０分から第１０回定例会を予定する。 
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 知多市教育委員会会議規則（昭和４５年教委規則第２号）第１４条の規定により、ここに

署名押印する。 

 

           令和３年８月６日 

 

（教 育 長）                                                  

 

（委  員）                                                  

 

（委  員）                                                  

 

（教育部長）                                                                                  


